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はじめに

[1] なぜ分類？

• 多様性を把握，普遍性・特性・歴史等を解明

• 生物学と言語学は類似点が多い (Darwin 1859; Schle-
icher 1863; Atkinson & Gray 2005; Fangerau et al.
2013; Ben Hamed 2015)：「変化を伴う継承」等

• 分類図（系統樹等）は道具であって目的ではない

• 分類の目的や方法がさまざま

類型分類 共時的，音韻体系や文法構造の類似

系統分類 通時的，歴史的な関係と変化

[2] 類型論的な特徴による分類

• 共時的⇒歴史的な関係を直接解明できない

• 系統を反映する特徴もあるが，外見は似ていても共

通の祖先に由来しない相似も

• 言語に不変な特性がなければ類型論的な特徴は将来

変化し，分類が変わる可能性

• 歴史研究には不的確

• 系統分類ができない
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図1 類型論的な特徴による分類

[3] 系統分類

• 共通の祖先に由来する相同（同源語等）に基づく

原始形質 （祖先形質，保持）全ての分類群の祖先

より受け継がれ，変化していない形質

派生形質 （改新）分類群の一部のみに共有され，

それらの最も近い共通祖先に起こった変化

• 系統分類は派生形質のみによる

[4] なぜ派生形質（改新）？

• 派生形質の共有 =歴史的な変化の共有

• 共通祖先に派生形質が生じ，それを共有していない

種はすでに分岐していた

• ⇒歴史的な関係：系統的な近さ，分岐の順番

• 逆に原始形質 =無変化⇒特別な関係とは言えない

• =言語学における伝統的な方法 (Leskien 1876; Brug-
mann 1884; Delbrück 1880)

• 生物学でもHennig (1950)以来主流

• 鳥類の羽は派生形質だが，羽を持たないワニやヒト

が特別近いわけではない

• ヒトとトカゲは 5本の指という四肢動物の原始形質

を保持しているが、ヒトとトカゲが系統的に近くて

後ろ足の指が 4本となった犬より遠いとは言えない

[5] 分類の方法

距離行列法

• 2つの分類群の間の相違点を数える

• 原始形質と派生形質を区別しない⇒情報損失

形質状態法

• 確率モデルによらない：最節約法，最整合性法

• 確率モデルによる：最尤推定法，ベイズ推定法

形質

種 x y z

A 1 0 0
B 1 0 0
C 0 0 0
D 0 1 1

0 =無変化

1 =共通派生形質
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図2 距離行列法と形質状態法

[6] 樹形図・ネットワーク・系統樹

• どんな図でも樹形図や系統樹ではない

• 探索的データ解析のためのデータ可視化ネットワー

クは系統樹ではない (Morrison 2011)
• 系統樹は時間軸を持ち，進化の歴史を簡潔にま

とめる
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図3 データ可視化ネットワーク（左）と系統樹（右）

言語の系統分類

[7] 近代言語学における系統分類

• Bopp (1853)：言語の類縁関係は分岐の順番による

• Schleicher (1853)：印欧語族の系統樹

• 1870 年代以降の⻘年文法学派 (Junggrammatiker)：
歴史比較言語学と系統分類の理論基礎と実演

• 当初から系統樹モデルに対する批判はあるが，有効

なモデルではある (Jacques & List 2018)
• 変化を伴う継承の説明が目的

[8] 歴史比較言語学における系統分類法の評価

• 距離行列法 < 形質状態法 (Nakhleh et al. 2005; Bar-
baçon et al. 2013)

• 言語変化の現実的な確率モデルはまだ議論中

[9] 語彙的な距離の問題

• 従来の語彙統計学の分類法

• 語彙の共有率に基づく

• 問題が指摘されており (Blust 2000; Holm 2003)，現

在ほとんど使われていない

• 例：保守的な言語が同じ分類群に入れられてしまう
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図4 語彙統計学による分類 (Hattori 1973を基に)

[10] 音声的な距離の問題

• Grimes & Agard (1959)：音を素性の数列に変換し，

言語間の対応する音がどの程度異なっているかを示

す距離

• Kessler (1995)：音を素性の数列に変換し，言語間の

単語がどの程度異なっているかを示す編集距離

• 計量方言学では分類の標準的な方法になっている

(Heeringa & Nerbonne 2013; Heeringa & Prokić 2018)
• 遺伝学の分類法に似ているが，音変化は dna の突

然変異と異なり法則的に起こる

• 同じ音変化が 1 つの派生形質であるにも関わらず何

度も数えられてしまう

• 系統分類としては不適格であることが示されている

(Heggarty et al. 2005; Greenhill 2011)

[11] 形質の種類の問題

• 系統関係に由来する派生形質のみ

• ⇒接触・偶然をできるだけ排除

• 形質の種類が問題：形態・語彙・音韻・統語

• 借用と偶然の一致の蓋然性が異なる

• 偶然起こる確率が低く，一回以上独立的に生じたと

は考えられないような特徴が望ましい

• 2 つの言語・方言に同じ形式が偶然生まれる確率が

極めて低い（言語記号の恣意性）

• 同じ不規則的な変化が偶然 2つの言語・方言の同じ

形式に起こる確率が 0に等しい

• 基礎語彙と文法形式が借用される確率が低い

[12] 音変化の問題（Hagège & Haudricourt 1978も参照）

• 従来分類の基準としてよく使われてきた

• 頻繁に起こる自然な変化が多い (Kümmel 2007)
– ki > tɕiの口蓋化

– p > ɸ, f, h の摩擦音化

– w > b の破裂音化

• 接触によって伝播することもある

–口蓋垂音 ʀが仏語パリ方言からヨーロッパの北へ

広がっていった (Chambers & Trudgill 1998)
–ベトナム語の声調が中国語の影響によって発生し

た (Sagart 1999)
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図5 音変化による系統樹（Camin-Sokal 最節約法，合意樹）
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日琉諸語の系統分類

[13] 方言（地理）学における従来の区画

• 方言の共時的な特徴を基にした土地の区画が多い

(東条 1954; 平山 1965; 1968; 加藤 1977)
• 客観性や再現性の問題

• 通時論と共時論，系統と地理的分布が混在

• 地図 =言語の静態，系統樹 =言語の動態

• 方言区画は言語体系の歴史の解明を目標とした系統

分類ではない

[14] Lee & Hasegawa (2011)
• 語彙の共有を基にしたベイズ推定法

• 方言辞典から抽出した語彙を同源語に分類

• 高度な専門知識が必要

• しかし言語学者は関わっていない

• 案の定，データに誤りが多い

–語彙の選択：「head」の例

大分：kaʃira（「頭髪」，稀）→ atama
与那国：Ng?usa（ŋŋusa「頭蓋骨」か）→ mimburu

–同意語の問題：「to open」の例

ヒラク系とアケル系を基準に方言を 2つに分けて

いるが，多くの方言は両方を有している

–同源語の認定：「husband」の例

上代 wo = 中古 wotsuto (sic) = 本土 oQto = 本土

otoːsaɴ ≠ 北琉球 wutu 南琉球 butu
• 琉球派には年代校正が施されていない

• まったく信用できない

[15] Saitou & Jinam (2017)
• Lee & Hasegawa (2011)のデータを再解析

• 同じデータ⇒同じ問題

• 佐賀方言が与那国・波照間の方言への影響？

• 接触？古形の共有？データに誤り？

図6 佐賀県から与那国島・波照間島へ

[16] 五十嵐 (2018)：「南日本語派」説

• 九州・琉球群

• 可能性は十分あり，厳密な検討が必要

• 九州諸方言では *e > i・*o > uという改新を経てい

ない語もある

• それでも *e, *i > i・*o, *u > u という合流の音法則

が九州方言に起こっていることを否定できない

• 上二段動詞の語幹が eで終わる：下二段動詞への類

推の可能性は？

•『日本書紀』記載の九州の地名「木」ケ：上代におい

て九州で話されていた方言で，現在の九州方言の祖

先とは限らない

• 九州・琉球群を既定する共通の語彙に動植物名が多

い⇒琉球祖語 =九州諸方言における基層言語？

• *kara「起点」＞「移動の手段」：ラテン語の奪格も

起点や手段を表す⇒通言語的な傾向

• 九州も含む本土の諸方言は「男性」オトコや「頭髪」

カミという語を共有している (Pellard 2015)

[17] Pellard (2009; 2016a; 2015; 2016b)
• ローレンス (2000; 2003; 2006; 2008) に負うところ

が多い

• 批判・反論・代案が出ていない⇒定説になりつつ？

• 語彙の更新と不規則的な音声変化による

与那国 八重山 宮古 沖縄 奄美

図7 琉球諸語の系統樹（概略）

[18] 分岐年代について (Pellard 2015; 2016a)
• 8 世紀の日本語にすでに起きていた音変化が琉球諸

語で起きていない

• ⇒ 日本語と琉球諸語の分岐は 8 世紀以前（古墳時

代？）

• 分岐後，先琉球祖語が数世紀にわたって九州で日本

語と接触していた⇒古い借用語

[19] 琉球列島への伝播 (Pellard 2013a,b; 2015; 2016a)
• 琉球祖語が琉球列島へ 8〜10 世紀に農耕と陶器とと

もに伝播したと考えられる

• ⇒グスク文化の始まり

• 琉球列島の先住⺠の人口は少なく，琉球諸語への影

響がなかったと考えられる

• 琉球諸語の多様性は島嶼という環境で十分説明可能

• トカラ列島以南の（亜）熱帯地方にしか分布しない

動植物の名称のいくつかが琉球祖語に遡る：「阿檀」
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*adanV，「ガジュマル」*gaz{i,u}maru，「ジュゴン」

*zanV
• ⇒ 琉球諸語の最も近い共通祖先は琉球列島で話さ

れていた

• 琉球列島への伝播は直接本土から数回にわたる移動

ではなかった

• 考古学と言語系統樹の構造からは「海上の道」説（南

→北）が反証されている

• 伝播は単純に北から大きな島を起点に島伝いに行な

われたのではないと琉球諸語の系統樹の構造から推

測できる

与那国 八重山 宮古 沖縄 奄美

図8 「海上の道」説から予測される系統樹

与那国 八重山 宮古 沖縄 奄美

図9 単純な島伝いモデルから予測される系統樹

与那国 八重山 宮古 沖縄 奄美

図10 言語置換モデル
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